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During the p2riod May 1952 to August 1957, 106 cases of luxatio coxae cong-
enita under one year of age were treated by staff members at the Orthopaedic 

Division of the Gifu Prefectural Medical School. 

At the time of the final evaluation, each result of the treatment was rated as 

good, fair or poor. 

106 cases have been classified as follows; 

good 35 (33.1%) 

fair 58 (54.7%) 

poor 13 (12.2%) 

In general, most of goocl results n℃re ob句inedin the group, in which closed 

reduction was performed and treatment was done by diaper and/or immobilization 

splints within 6 months after birth. 

It was found that four of the thirteen patients with poor results showed 
reluxation by reason of a pathological anteversion of the femoral neck, and the 

other nine of them showed deformity of the femoral head as seen in Perthes disease. 

No patient showed deformity of the femoral head as seen in Perthes disease, 

except the p:itient treated with plaster bandage. 

緒言
る．

吾々は昭和27年5月より昭和32年 8F.J迄の 5年3ヵ

月間に当整形外科に来院した患者で先天股脱と診断さ

れた者の内， 1才未満の者 152例に就き一般的考察を

行ないp その中治療を行なった 106例に就き治療成績

を調査した．

一般に整形外科的の先天性疾患に対しては早期診

断，早期、治療が有効である事はいうまでもないが，先

天股脱の早期治療即ち乳児期・冶療に関しては今日なお

多少の異論があり，その可否に就ては未だ結論に達し

てはいない．併し乍ら従来の報告に依ると，治療開始

が早期であるほど治療成績は優秀であるといわれてい
1.一般的統計
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表1 擢患側別の症例数

、 )c］令
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 計

¥!_1;1rn 
一 一一 一 ー一 一 －一一 一 一一

両 侭j 6 10 9 8 5 7 9 3 10 8 76 

右 倶1 2 。2 5 3 2 4 3 4 5 31 

左 倶1 4 3 5 5 j 6 4 3 6 45 

自十 12 13 16 18 12 15 17 7 9 14 19 152 

表2 脱日程度別 の症例数

11λ口、
2 3 4 5 6 7 も’ 9 10 11 計

明日度 、 － －~－.

亜脱臼 11 12 14 14 11 

第 1 度 1 2 4 6 7 3 5 7 12 49 

第 2 度 。。。。。 0 0 1 0 3 

5年3f;月間の終l存外科；千本山者の総数は 15,877例

でP 先天股lj~J）総書xi 土 1,071例 （6 . 7 %1，その中 1 才未

満の患者は152例 (Q.8°o）である．男は 37例，女は115

例で男女の比は I: 3.1である．

権宮、側JJUに就ては表 lの如く p 両側脱臼は片側脱臼

と同数で夫々76例p 6ヵ月未満のものでは両側脱臼38

例，片側脱臼33例である． 6力月以後の者では両側脱

臼38例P 片側脱臼43例である.RPち6f;月以後に於て

は片側脱臼患者が培加しているのに拘わらずp 両側脱

臼患者は減少していない．これは恐ら く6ヵ月以後に

おいて，自然整復により両側脱臼の片側脱臼への移行

とp 脱臼素因を有する者の亜脱臼への移行とが関係す

るのではないかと考えられろ．脱H程度別に就ては初

診時のレ線像により，脱臼度を Lahgeの法に従って

亜脱臼，第 1度脱臼p 第2度脱臼に分類し両側脱臼

は高度な側の脱臼度を以て，その症例の脱臼度とし

た．内訳は表2に示した．

・脱日程度と月令別との関係をみると図 lの如く，亜

脱臼患者は月令が進むにつれて漸次減少しP 8ゥ月，

9ヵ月の者が辰も少し第1度税臼が8ヵ月以後の考

に急激に増加している．これは8ヵ月以後には患者が

物につかまって立ちたがったりp 大人が飽いて立たせ

たりするためp 体重の負荷により脱臼度が増強するも

のと考えられる．

家族歴に就ては同胞中に本症患者を有する者は11例

(7.3%）で，内 l例は 5人の姉妹に認められた．

合併症に就ては両側肘及び膝関節拘縮 5例p 斜頚及

び脳性小I尼麻簿夫々 3例p 陰嚢ヘルニア 2伊tl，多指症

1例である． 即ち先天性疾患の合併は 10.6%に認めら

れた．

図1 脱臼度と月令別との蘭係
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Il.治疲方法，治療期間及び治療成績

先ヲミ股脱聖者総数152例中治療を行なった106例につ

き検討した．治療方法は表4の如くA,B,Cの3群に

分けた.A群は4ヵ月未満の者であ り， B群は6ヵ月

未満の者と 6ヵ月以後でも股関節調排に依り自然に整

復され且つ整復感を認、めない者，及びA群の不成功例

である．

表3 治療方法

｜ おむつ，マッサージのfiiJれ
A群！おむつ 療法 I か丈け行った行えは｜同伝の

一 I 併用

一日」？？ー兵器削時五時三空

C群 lギプス固定療法 ｜整復直後はギプス包帯固定

C群は主として 6方月以後の者で，エーテル麻酔の

下に幣j賢し，ローレンツ肢泣におけるギプス固定1力
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月間，その後補装具を装着した． 1ヵ月後骨頭の安定

感がなお惑い時は，更に 1ヵ月ギプス・固定後補装具を

装着した．補装具の装着期間は最短4る月間である．

叉補装具はローレンツ肢位では下腿の固定を行わなか

った．

治療開始月令，擢患側別Jえぴ脱日程度別は表4に示

した．

表 4

月令 ！日！日I I計

両側 I 23 I 26 I 49 

片側 I 24 I 33 I 57 

亜脱臼 39 i. 21 I 60 
第 1度 s 1 35 I 43 

第 2 度 0 ι 3 I 3 
一一 ← 」ー ーーー＿！...＿ 一一

計 47 I 59 I 106 

治療開始司令と治療期間との関係をみると， 6力月

未満に治療を開始した者の内29例（61.7%）は6ヵ月以

内にp 13例（27.1%）は l年以内に＇ 5例 (I0.6%）は 1年

以上の治療期間を要している．叉6ヵ月以後に治療を

開始した者の内，治療期聞が 6ヵ月以内のものは14例

(23.7%), l年以内は34例（57.6%), l年以上は11例

(18.6 %）である．即ち一般に生後6方月以内に治療を

始めた者は， 6ヵ月以後に治療を始めた者に比べて早

く治療を終る者が多いといえる．又全症例に就てみる

と6ヵ月以内に治療を終った者は43例（40.6%し l年

以内の者は－17例＼41.3'!;;l, 1年以上の者は16例（15.1%) 

であり，其の約85%は 1年以内に治療を終っている．

次に最終治療終了時に於ける治療成績を検討するた

めPレ線像より解剖学的成績を判定する基準を定め，こ

れに依って判定を行なった（表5）.尚これは Millier,

川中氏等の意見を参考とした．

治療開始月令別に依る治療成績は 6ヵ月未満の者の

表5 解剖学的判定基準

一 」聞の形苧｜輔の位置｜蓋携角

I点｜消 失｜第1度脱臼 I41。以上

2 11 I 裂 i亜脱臼 I3s。～40。

3グ ト属平不規則｜外 側 ！30°～34° 

4 ,, I . l、 ｜檎外側 I2s0～zgo 

s 11 I正；常｜正常 I24。以下

優（15点〕，良(11点）以上，可（ 8点）以上P 不可

(7点以下）

中擾21例（44.7%り良21例，可5例（10.6%）である. 6 

b月以後の者の中優14例 （23.8%），良37例（62.7%),

可7例(11.8%），不可 l例（1.7%）である．全症例中の

優は33.1%，良54.7%，可 11.3°0，不可 0.9%であり，

優良の成績を示した者は93例（88.8%）である．

明白程度別に依；；，成績は亜脱臼に於て優26例（43.3

%1，良29例（－18.3°o I，可4例（6.7う I，不可 l例 (1.7

%）である．第 l度脱臼に於ては護8例 （18.690）＇ 良

28例（65.1%），可 7.例（16.3%）で第2度脱臼に於ては

優良可は各々 1例づつである．

表6 治療方法別による成績

｜優 ｜良｜可｜不可｜計

A群｜おむつ療法 1 i s I o I o I 12 

B群！補装具療法 I13 10 i o I o i 23 

三空1~三固定療法 1 15 ! 43竺lL_l二L
計＼ 3s / s8 j 12 ! 1 j 106 

治療方法別に依る成績は表6の如く優はA群に於て

58.3%, B群に於て 56.5'<o, C群に於て21.2%である．

併し乍ら一方成績不良のものはC群に属するものでF

71例中 13例（18.3%）に認められている．この中4例

は前捻角強度のため治療終了後再び亜脱臼を来したた

め， 1例はローレンツ氏法，3例はパチエラー氏法に

て再治療を行ない良好なる成績を得ている．残り 9例

は総て高度のペルテス史病様変化を起した者で，軽度

のものを含めて 106例中26例 （24.5°ρに認められた．

ベルテス氏病様変化の出現症例数と治療開始月令との

関係をみるとp 表 7の如く 6ヵ月未満の者に7例＇ 6 

ヵ月以後の者に19例であり，何れもギプス固定を行な

った者である．出現の時期については治療開始後4～6

表7 ベルテス氏病様変化出現症例

月令 症例数

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 



1902 日本外科宝函第28巻第5号

ヵ月に最も多く 16例， 7～9ヵ月に 9例， 10ヵ月に 1例

である．

脱臼程度との関係は亜脱臼では12例（20%l，第 1度

脱臼では13例（30.2°占）＇第 2度脱臼では 1例に認めら

れた. ~pち亜脱臼より第 1 度脱臼の方に梢々多くベル

テ ス l~約係変化が出現している．

抑々先天股脱治療中のベルテス氏病機変化に就ては

色々の説があり，整復時又は後療法中の外傷，或は固

定枝位による循環障害に依るといわれている払若し

僅微なる外傷の反慢によると考えてみると整復p 脱臼

を繰返しているであろうと考えられるおむつ療法を行

なった者や，或は又補装具により固定を行なったれに

ベルテス氏病様変化がみられでもよい筈であるがp 吾

々の症例ではおむつ療法や補装具療法を行なった者の

中にはl例も認められていないー

従って発病の誘因と恩われるギプス固定を早期より

行なう場合には充分考慮すべきである．尚ギプス固定

中！誕尿の汚染によりギ －－f＇が破煩し易いといわれてい

るが．これは医師の指導により充分さけられる事であ

り3 吾々の症例中 1ヵ月以内に破損したものは 3例

で，ギプスによる再固定を行なわず補装具を装着し

た．

遠隔成績に就ては，治療終了後 1地年以上6ヵ年を

経過した患者69例に就て機能的解剖学的検索を行なっ

た．機能的には高度のベルテス氏病様変化を来たい

解剖学的判定が不可である 1例のみに軽度の肢行を認

めたがp 其の他の症例には何等特別な所見を認めなか

った．従って機能的には問題はないと考えられる．解

剖学的には優24例（35%），良41例（59.:i"o)1 可3例（4.3

9五），不可l例 (1.4%）で，治療終了時に比べて僅かに

改善治：行なわれているといえよう．

結 語

我々は症例数としては梢々少ない感はあるがp 1才

未満の先天股脱患者 106例に就き治療成績を調査p 検

討した．

1. 従来－・般に認められているように先天股脱の治

療は早いほどよし生後6ヵ月以内に治療を開始した

ものは解剖学的に震も良い成績を示した．

2. 治療成績の悪い者は前捻角が強度であ るため

とp ベルテス氏病様変化の出現によるが，後者はギプ

ス回定を行なった症例のみに認められた．従って早期

よりのギプス固定は考慮する必要がある．

3. 尿尿によ るギプス包帯の破慣は充分さけられる

ので余り問題ではない．

本論文の要旨は昭和34年第32回日本整形外科学会総

会に於て発表した．
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